
の
四
つ
の
川
で
大
村
湾
に
注
ぐ
。
い
ず
れ
も
全
長
７
〜

12
d
、
流
域
面
積
30
ha
、
河
床
勾
配
１
／
10
〜
１
／
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と
急
峻
な
川
で
あ
る
。

今
年
（
２
０
１
４
年
〈
平
成
26
〉）
５
月
31
日
、
千
綿
川
を
訪

れ
た
。
そ
の
上
流
の
山
あ
い
の
八
反
田
郷
地
区
で
は
、
ち

ょ
う
ど
田
植
え
の
時
期
で
、
棚
田
に
千
綿
川
の
堰
か
ら
の

水
が
入
っ
て
き
て
、
蛙
た
ち
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

こ
の
日
は
「
八
反
田
郷
地
区
蛍
祭
り
」
で
あ
っ
た
。
道
路

か
ら
少
し
階
段
を
下
り
る
と
、
そ
こ
の
広
場
に
テ
ン
ト
が

張
ら
れ
、
粽

ち
ま
き

や
ジ
ュ
ー
ス
が
婦
人
た
ち
に
よ
っ
て
販
売
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
に
こ
に
こ
し
て
ジ
ュ

ー
ス
を
飲
ん
で
い
る
。
私
は
小
豆
入
り
の
粽
を
買
っ
た
。

粽
は
な
ぜ
か
祖
母
を
想
い
出
す
。

そ
れ
か
ら
聖
流
庵
に
上
が
る
と
、
真
下
に
千
綿
川
が
眺

め
ら
れ
、
左
手
の
上
流
の
二
つ
の
堰
か
ら
棚
田
に
水
が
入

っ
て
い
る
。
だ
ん
だ
ん
と
暗
闇
が
迫
っ
て
き
た
。
畦
道
の

竹
筒
に
灯
明
が
と
も
り
、
蛍
が
ポ
チ
ポ
チ
と
舞
っ
て
き
た
。

間
も
な
く
そ
の
蛍
火
が
増
え
、
幻
想
的
な
世
界
を
醸
し
出

す
。そ

こ
で
不
思
議
な
光
景
に
出
合
っ
た
。
川
面
を
飛
び
交

う
蛍
に
加
え
て
、
そ
の
川
面
の
直
上
の
林
に
横
一
直
線
に

蛍
が
舞
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
左
岸
側
の
林
の
中
に
堰

か
ら
１
本
の
農
業
用
水
路
が
貫
流
し
て
お
り
、
蛍
が
そ
の

水
路
の
周
り
で
乱
舞
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
桃
源

郷
の
よ
う
な
光
景
に
酔
い
な
が
ら
、
わ
ず
か
10
日
間
の
命

で
私
た
ち
を
魅
了
し
て
く
れ
る
蛍
た
ち
に
、
感
動
す
る
と

と
も
に
、
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
八
反
田
郷
を
遡
る
と
、
厳
か
な
千
綿
渓
谷
が
現
れ

る
。
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
豊
後
国
の
儒
学
者
広
瀬
淡
窓

は
藩
主
大
村
純
顕
公
に
招
か
れ
、
こ
の
渓
谷
に
あ
る
滝
を

仰
ぎ
み
て
驚
嘆
し
て
漢
詩
を
詠
み
、
こ
の
詩
に
ち
な
ん
で

龍
頭
泉

り
�
う
と
う
せ
んと

命
名
さ
れ
た
。
落
差
15
c
、
滝
壺
深
さ
23
c
も

あ
り
、
巨
大
な
龍
が
横
た
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

て
く
る
。

千
綿
川
の
大
村
湾
河
口
か
ら
清
心
橋
の
区
間
は
水
深
が

膝
下
ま
で
く
ら
い
で
、
子
ど
も
た
ち
も
泳
い
だ
り
、
魚
捕

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
私
が
す
ご
く
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
川
の
中
に
、
鰻
の
習
性
を
利
用
し
た
鰻
塚
が
い

く
つ
も
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
川
の

中
を
円
形
に
掘
り
、
そ
の
円
形
沿
い
に
石
を
積
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
毎
年
鰻
塚
の
位
置
は
漁
業
組
合
に
よ
っ
て
、
入

札
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
面
白
い
。
ま
た
、
鯉
、
鮒
、

鮠
、
追
河
、
ド
ン
コ
も
生
息
し
、
鮎
も
遡
上
す
る
。
魚
族

が
豊
富
だ
。

私
は
三
つ
の
水
循
環
を
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
自
然
的

水
循
環
で
、
海
か
ら
の
水
蒸
気
が
雨
を
も
た
ら
し
、
森
や

川
を
流
れ
、
ま
た
海
に
戻
る
。
こ
の
循
環
の
中
で
生
物
や

魚
族
が
育
つ
。
二
つ
目
は
社
会
的
水
循
環
で
、
河
川
に
ダ

ム
や
堰
を
造
り
、
治
水
を
図
り
、
そ
れ
か
ら
導
水
し
、
水

道
用
水
や
農
業
用
水
、
工
業
用
水
等
と
し
て
人
間
の
た
め

に
利
用
さ
れ
、
浄
水
後
ま
た
海
へ
還
る
。
三
つ
め
は
文
化

的
水
循
環
で
、
蛍
祭
り
、
川
祭
り
、
漁
労
等
の
昔
か
ら
の

水
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
。

千
綿
川
を
含
め
て
、
東
彼
杵
町
の
彼
杵
川
、
串
川
、
江

の
串
川
は
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
守
ら
れ

て
い
る
川
で
、
真
の
里
川
で
あ
る
。
東
彼
杵
町
は
こ
れ
ら

の
三
つ
の
水
循
環
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
図
り
な
が
ら
、
ま
さ

し
く
里
山
、
里
池
、
里
川
、
里
海
が
一
体
と
な
っ
た
水
環

境
を
形
成
す
る
素
晴
ら
し
い
町
で
あ
る
。

〈
田
の
面
に
光
り
落
と
し
て
蛍
舞
う
〉（
田
島
小
菊
）
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私
の
里
川
は
一
体
ど
こ
の
川
だ
ろ
う
か
。
里
川
を
そ
の

地
域
の
人
々
が
利
用
し
な
が
ら
守
っ
て
い
く
川
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
利
用
と
守
る
こ
と
が
春
夏
秋
冬
を
通
じ
て
、
日

常
生
活
の
中
で
自
然
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
十
分

条
件
で
あ
ろ
う
。

私
が
住
ん
で
い
る
福
岡
県
久
留
米
市
か
ら
車
に
て
１
時

間
半
ほ
ど
で
、
大
村
湾
に
面
し
た
長
崎
県
東
彼
杵
町

ひ
が
し
そ
の
ぎ
ち
ょ
うに

着

く
。
東
彼
杵
町
は
急
峻
な
地
形
と
大
村
湾
に
面
す
る
半
島

状
を
形
成
し
た
気
候
の
温
暖
な
と
こ
ろ
で
、
蜜
柑
と
彼
杵

茶
の
産
地
で
あ
る
。
人
口
約
８
８
０
０
人
、
面
積
約
75
ha
、

坂
本
郷
の
棚
田
、
四
ツ
池
（
蕪
池
・
中
池
・
三
井
木
場
池
・
鹿
ノ

池
）
、
赤
木
茶
畑
、
龍
頭
泉
等
の
渓
谷
、
大
野
原
高
原
、

夕
日
の
大
村
湾
な
ど
の
母
性
的
な
風
景
が
拡
が
る
。
一
方
、

長
崎
街
道
と
平
戸
街
道
の
分
岐
点
で
歴
史
と
文
化
が
色
濃

く
残
る
町
で
、
す
べ
て
の
集
落
の
地
名
が
「
郷
」
と
な
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
八
反
田
郷
」、
と
か
「
里
郷
」
と

い
う
地
名
で
あ
る
。

東
彼
杵
町
を
流
れ
る
河
川
は
、
東
の
多
良
山
系
を
水
源

と
し
て
、
北
か
ら
彼
杵

そ
の
ぎ

川
、
千
綿

ち
わ
た

川
、
串く

し

川
、
江え

の
串く

し

川
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わたしの里川　 里川の郷 東彼杵町
ひがしそのぎちょう
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